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記

事

棒状コアを主体とする

40～60°の傾斜を持った石英脈を多く含む

石英脈に沿った亀裂が多い

II～

III

亀裂が密集し、ﾌﾞﾛｯｸ状～礫状コアを呈する

202.8～203.3m間には縦方向の亀裂がありﾌ

ﾞﾛｯｸ状となる

IV

短棒状～棒状コアを呈する

2～3mm程度の石英脈を多く含む

203.9～240.0m間に砂岩を捕獲する

206.7m付近には石英脈に沿った80°程度の

高角亀裂があり、亀裂面は鏡肌構造が認め

られる

B～

C

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

棒状コアを主体とする

1～5mm程度(最大20mm)の石英脈を含む

石英脈に沿った40～80°の高角亀裂が目立

つ

D～

E
V d δ

3～

4

II～

III

亀裂多く短棒状～ﾌﾞﾛｯｸ状コアとなる

亀裂は縦～水平方向と様々である

亀裂面に風化変質等は認められない
IV

II～

III

a～

b

破砕されﾌﾞﾛｯｸ状～礫状となるが、割れ目は

風化変質していない
V d
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β
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2

破砕され、礫状コアを呈する。割れ目は若

干軟質風化している
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D
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棒状コアを主体とする

1～5mm程度(最大20mm)の石英脈を含む

石英脈に沿った40～80°の高角亀裂が目立

つ

亀裂面には鏡肌構造が認められる。

部分的に亀裂が密集しﾌﾞﾛｯｸ状となる箇所も

ある

238.8～239.12間には砂岩を捕獲する

B～

C

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

棒状コアを主体とする

1～2mm程度の石英脈を多く含む

40～50°程度の亀裂が多い

245.2～245.4m間には頁岩を脈状に挟む

砂
岩

暗
灰～

灰

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

新鮮堅硬な棒状コアを主体とする

緑
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頁
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B
III

a～

b
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β
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2

247.7～248.0m間には5～9mm程度の砂岩の簿

層を多く含む

1～15mm程度の石英脈を多く含む

石英脈の多くは50～80°程度の傾斜を示す

石英脈に沿った亀裂が目立ち、亀裂面には

鏡肌構造が認められるが風化変質等は認め

られない

250.4，252.9，253.0～253.4，254.3m付近

には砂岩の簿層を捕獲している

255.3m付近には水平方向の亀裂が認められ

る

263.8～264.0m間には縦方向の亀裂が認めら

れ、亀裂面には鏡肌構造が認められる

破砕され細礫～粘土状コアを呈する
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風化粘土化した部分は粘性が強く、含水率

も高い
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れ、亀裂面 鏡肌構造 認 れ

破砕され細礫～粘土状コアを呈する

風化粘土化した部分は粘性が強く、含水率

も高い

亀裂密集し礫状コアとなるが割れ目等は比

較的新鮮堅硬である

E

VI～

Ⅶ
d ε

2～

3

II～

III

1～2mm程度の縦方向の石英脈を多く含む
III～

IV

269.4～269.65m間に砂岩を捕獲する

破砕されﾌﾞﾛｯｸ～礫状コアを主体とするが、

部分的に細礫化している。

A～

B

II～

III

割れ目は若干軟質風化している

270.38～270.75m付近までは1～3mm程度の頁

岩の簿層を脈状に多く含む

頁
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暗
灰～

灰

C
IV～

V

a～

b
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β

1～

2

1～3mm程度の石英脈を多く含むIV d

271.65，272.4～272.7m間に頁岩の簿層を挟

む

273.05～273.2m間は破砕され礫状コアとな

る

274.9～275.21m間は破砕され礫状コアとな

り、特に275.1m付近は砂状～礫状となる

II～

III

a～

b

1～3mm程度の石英脈を含み、部分的に石英

脈が集中する
IV d

276.1～276.3m間に頁岩の簿層を挟む

新鮮堅硬な棒状コアを呈する

II～

III

a～

b

IV d

1～3mm石英脈を含む

水平～50°の低角亀裂が多い

282.9m付近に頁岩の簿層を脈状に含む

亀裂多くﾌﾞﾛｯｸ状～礫状コアを呈する

II～
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b
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割れ目の多くは鏡肌構造を呈する

割れ目の一部は軟質風化している箇所もあ

る

比較的新鮮堅硬で棒状コアを呈する
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γ
2

1～3mm程度の石英脈を含む

亀裂は70～80°の高角亀裂が多い

291.62～291.73m間には水平亀裂が集中する
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亀裂多くﾌﾞﾛｯｸ状～礫状コアを呈する

割れ目は鏡肌構造を呈し、所々に砂岩を捕

獲する

比較的新鮮堅硬な砂岩で短棒状～棒状コア

を呈する

頁
岩

暗
灰

B～

C

III～

IV
b

β～

γ
2

1～15mm程度の石英脈を含む

亀裂角は水平～80°と様々であるが、概ね

60～80°程度のものが多い

300.6m付近には頁岩の簿層を含む

303.55m付近には頁岩の簿層を含み、亀裂面

の頁岩は風化変質により軟質化している

305.2～305.35m間にも頁岩の簿層を含む

306.6～307.3m間は破砕され細礫状～ﾌﾞﾛｯｸ

状コアを呈する

II～

III

V

308.3～308.4m間に頁岩の簿層を含む

307.3～310.0m間には1～5mm程度の石英脈を

多く含
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308.3～308.4m間に頁岩の簿層を含む

307.3～310.0m間には1～5mm程度の石英脈を

多く含む

70°程度の亀裂が所々に認められる

破砕され礫状～ﾌﾞﾛｯｸ状コアを主体とする

II～

III

縦方向の亀裂が目立つ

少量の礫状頁岩が混じる

315.7～316.2m間の割れ目には頁岩が風化変

質した粘土分が少量付着する。

亀裂多く短棒状コアを主体とする

B～

C

III～

IV

β～

γ

亀裂は水平～30°程度の低角のものが多い

318.0～318.2m間には縦方向の亀裂が認めら

れる

短棒状～棒状コアを呈する

III

亀裂は60～80°程度のものが主体であるが、

部分的に20～30°の低角のものがある

1～20mm程度の石英脈を含む

322.35～322.9m間には80°程度の高角亀裂

が集中する

部分的に亀裂集中し礫状となる

328.8，329.0～329.65，332.8m付近には頁

岩の簿層を含む

334.5～334.6m間には頁岩を含み、頁岩は破

砕され礫状～砂状となっている。

30～40°程度の亀裂多く短棒状コアを呈す

る

砂
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暗
灰～

灰

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

1～20mm程度の石英脈を多く含む

所々に砂岩を捕獲する
III

IV

335.3～335.5m間は破砕されﾌﾞﾛｯｸ状コアと

なり、割れ目には少量の風化粘土が付着す

る

破砕されており軟質風化している
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B

III

a～

b

α～

β

1～

2

細礫状～粘土状コアを呈する

粘土化した部分の粘性は弱い

新鮮堅硬な棒状コアを呈する

E
VI～

Ⅶ
d

δ～

ε
3

亀裂は40～60°程度のものが主体であるが、

部分的に80°程度の高角のものがある

338.5m付近の亀裂面は若干軟質化している

部分的に亀裂が密集し礫状コアとなる

所々に20～100mm程度の砂岩を捕獲する

亀裂集中しﾌﾞﾛｯｸ状～礫状コアを呈する

II～

III

亀裂は70°～縦方向のものが多い

砂岩を多く捕獲する

棒状コアを主体とする

III

φ20～80mm程度の砂岩を所々に捕獲する

短棒状～ﾌﾞﾛｯｸ状コアをなす細粒砂岩
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1～5mm程度の石英脈を含む

短棒状～棒状コアを呈する
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[37]

[20]

[84]

[73]

[26]

[100]

[35]

[70]

[70]

[47]

[0]

[60]

[97]

[94]

(100)

(100)

(100)

(100)

ＣH 

ＣL 

ＣM 

ＣH 

ＣL 

ＣL～

Ｄ

ＣH～

ＣM

ＣL 

5

31

6

1

6

2

95

79

77

91

95

11

12

14

78



350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

380

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

-332.94

-342.94

-343.74

-344.14

-345.76

-346.40

-348.24

-358.94

-363.87

-371.44

-372.24

350.00

360.00

360.80

361.20

362.82

363.46

365.30

376.00

380.93

388.50

389.30

短棒状～棒状コアを呈する岩 ～灰

～

B
III

～

b

～

β

～

2

1～20mm程度の石英脈を含む

亀裂は30～70°程度のものが多い

356.8～356.9，358.9m付近には砂岩を捕獲

する

367.6～367.9m間は縦方向亀裂が発達し、亀

裂面は若干軟質化している

破砕されて細礫～粘土状コアを呈する

II～

III
A～

B

III～

IV

a～

b

α～

β

1～

2

風化変質により粘土化した部分は粘性が強

く、含水率も高い

短棒状～ﾌﾞﾛｯｸ状コアを主体とする

D～

E

VI～

Ⅶ
d δ 3

所々に砂岩を捕獲する

緑色頁岩を脈状に含む

棒状コアを呈する。1～3mm程度の石英脈を

含む

頁
岩

暗
灰

A～

B

III～

IV

a～

b

α～

β

1～

2

1～3mm程度の石英脈を含む細粒砂岩
砂
岩

暗灰
～灰

A～

B
III

a～

b
α～

β
1～

2

破砕されており礫状～岩片状コアを呈する

割れ目は若干軟質風化している

石英脈、緑色頁岩を脈状に含む

B～

C

III～

IV

b～

c

新鮮堅硬な棒状コアを呈する

1～20mm程度の石英脈を含む

全体的にφ10～30mm程度の砂岩を捕獲する

所々に緑灰色頁岩を脈状に含む

亀裂は水平～40°程度のものが多く、部分

的に60～70°を示す

373.9～375.55m間には縦方向の亀裂が発達

する

363.95～364.15m間はコア流損失

頁
岩

暗
灰

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

棒状コアを呈する

1～10mm程度の水平～30°程度の石英脈を含

む

亀裂は60～80°程度の高角亀裂が多い

砂
岩

暗
灰～

灰

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

棒状コアを呈する

381.55mまでは砂岩の捕獲量が多い

1～10mm程度の石英脈を含む

382.2～382.32m，383.35～383.9m，384.5～

384.9m，386.0～386.4m，388.0～388.4m間

には粒状若しくは簿層状の砂岩を捕獲する

384.9m付近の亀裂面には鏡肌構造が認めら

れる

387.2～387.3m間には脈状の緑灰色頁岩を含

む

II～

III

破砕され礫状～ﾌﾞﾛｯｸ状コアとなる

割れ目には鏡肌構造が認められる

砂岩の簿層を捕獲する

III～

IV

棒状コアを呈する

389 8m付近には緑灰色頁岩を脈状に含む

頁
岩

暗
灰

A～

B

a～

b

α～

β

1～

2

70

44

58

34

53

53

39

17

17

22

10

35

90

32

10

28

100

32

81

100

79

43

45

41

10

34

54

38

87

61

91

32

38

56

66

93

88

70

15

32

37

37

[94]

[93]

[91]

[95]

[56]

[89]

[96]

[97]

[38]

[58]

[79]

[10]

[35]

[90]

[58]

[10]

[64]

[100]

[80]

[95]

[100]

[89]

[88]

[100]

[88]

[10]

[56]

[54]

[87]

[87]

[99]

[91]

[93]

[94]

[84]

[88]

[93]

[100]

[91]

[45]

[66]

[74]

(100)

(100)

(0)

(100)

(100)

(100)

(100)

ＣH～

ＣM

ＣL 
ＣL～

Ｄ

ＣM 

ＣL～

Ｄ

ＣH 

ＣL 

6

3

6

4

6

5

96

30

66

93

86

91

120

16

17

18

泥
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391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

424

425

426

427

428

429

430

431

432

-377.74

-380.24

-394.44

-395.14

-414.94

394.80

397.30

411.50

412.20

432.00

棒状コアを呈する

389.8m付近には緑灰色頁岩を脈状に含む

亀裂は水平～30°程度の低角のものと70～

80°程度の高角のものが混在する

所々にφ10～30mm程度の砂岩を捕獲する

392.65～393.0m間には緑灰色頁岩を脈状に

多く含む

II～

III

棒状コアを呈する細粒砂岩

1～10mm程度の石英脈を含む

石英脈に沿った水平～30°程度の低角亀裂

が目立つ

砂
岩

暗
灰

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

棒状コアを主体とする

1～15mm程度の石英脈を含む

石英脈に沿った50～80°程度の亀裂が多い

亀裂面には鏡肌構造が多く認められる

緑色～緑灰色頁岩を脈状に多く含む

399.4～399.8m間に粒状砂岩を捕獲する

部分的に亀裂が密集し礫状コアを呈する箇

所も認められる

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

破砕され細礫状～粘土状を呈する

411.8～412.0m間は風化変質が著しく粘土化

している。粘性は弱く、含水率も中位程度

である

D～

E

V～

Ⅶ

c～
d

δ～
ε

3

短棒状～棒状コアを呈する

緑色～緑灰色頁岩を脈状に多く含む

1～20mm程度の石英脈を多く含む

有色頁岩脈、石英脈に沿った亀裂が多い

亀裂は20～80°のものが混在し、亀裂面に

は鏡肌構造が認められる箇所が多い

416.0～424.0m付近までは緑色～緑灰色頁岩

が主体となる

部分的に亀裂が密集し、礫状～ﾌﾞﾛｯｸ状コア

となるが風化変質はしていない

所々に縦方向亀裂も認められる

429.1m付近にはφ90mm程度の砂岩を捕獲す

る

II～

III

縦方向の亀裂が多くﾌﾞﾛｯｸ状コアが主体とな

37

32

56

22

47

46

51

34

54

59

57

53

28

26

34

28

23

38

54

41

47

16

36

30

31

35

50

75

43

40

46

27

24

30

30

40

26

58

63

35

16

9
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[78]

[82]

[75]

[90]

[81]

[68]

[95]
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[57]

[26]

[89]

[67]

[75]

[87]

[91]

[96]

[80]

[83]

[75]

[80]

[58]

[88]

[75]

[80]

[88]

[86]

[93]

[72]

[65]

(100)

(100)

(100)

ＣH 

ＣL 

ＣH～

ＣM

6

6

6

7

6

8

94

88

88
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モ
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432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

445

446

447

448

449

450

451

452

453

454

455

456

457

458

459

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

-414.94

-417.44

-445.84

-446.14

-454.24

-455.14

-456.14

432.00

434.50

462.90

463.20

471.30

472.20

473.20

縦方向の亀裂が多くﾌﾞﾛｯｸ状コアが主体とな

る

石英脈、緑色～緑灰色頁岩を脈状に多く含

む

水平方向の亀裂も混在する

亀裂面には鏡肌構造が認められる

III～

IV

棒状コアを呈する

1～20mm程度の石英脈を含む

60～80°程度の高角亀裂と20～40°程度の

低角亀裂が混在する

亀裂面には鏡肌構造を呈する箇所が多い

緑灰色～灰色頁岩を脈状に多く含む

440.0～452.0m付近まで緑灰色頁岩が主体と

なる

455.9m付近の亀裂面には金雲母が認められ

る

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

破砕により細礫状コアを呈する

一部分は風化変質により粘土化している。

粘土化部分は粘性弱く含水率低い

D～

E

VI～

Ⅶ

c～

d

γ～

δ

3～

4

頁
岩

黒
灰～

暗
緑
灰

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

短棒状コアを呈する

1～10mm程度の石英脈を含む

20°程度の亀裂が多い

所々に頁岩を脈状に含む

砂
岩

暗灰
～灰

A～

B
III

a～

b

α～

β

1～

2

短棒状コアを主体とする

砂岩を多く捕獲する

A～

B
III

α～

β

1～

2

破砕され縦亀裂が発達しﾌﾞﾛｯｸ状 礫状コアB β

9

30

22

36

34

33

70

20

31

32

31

27

39

49

40

37

33

40

36

33

39

24

35

24

32

54

27

47

51

35

25

25

30

37

32

28

23

38

36

34

19
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[98]
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[85]

[94]

[79]
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[78]
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[77]

[98]
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[94]

[89]

[94]
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[66]

[37]
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[81]

[96]
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[91]

[81]

[85]

[93]

(100)

(100)

(100)

ＣM～

ＣL

ＣH 
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Ｄ

ＣH 

ＣM 

6
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6
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79
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473

474

475

476

477

478

479

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

495

496

497

498

499

500

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

-456.14

-457.24

-486.14

-491.94

-493.74

-494.04

-494.74

473.20

474.30

503.20

509.00

510.80

511.10

511.80

短棒状コアを主体とする

砂岩を多く捕獲する

A～

B
III

α～

β

1～

2

破砕され縦亀裂が発達しﾌﾞﾛｯｸ状～礫状コア

を呈する

砂岩を多く捕獲する。亀裂面は若干風化し

風化粘土が付着する

B～

C
IV

β～

γ
3

棒状コアを主体とする

1～40mm程度の石英脈を多く含む

所々に粒状～脈状に砂岩を捕獲する

緑色～緑灰色頁岩を脈状に多く含む

60～80°程度の高角亀裂と20～40°程度の

低角亀裂が多く混在する

亀裂面は概ね新鮮な状態であるが、483.1～

484.2m間の亀裂面は若干風化により軟質化

している

亀裂面の多くは鏡肌構造を呈している

所々に縦方向の亀裂が認められ、ﾌﾞﾛｯｸ状コ

アとなる

頁
岩

黒
灰～

暗
灰

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

棒状～短棒状を呈する中粒砂岩

1～40mm程度の石英脈を多く含む

頁岩を脈状に多く含む

60～70°程度の高角亀裂が多く認められる

506.4～508.3m間には縦亀裂が発達する

砂
岩

暗
灰～

灰

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

棒状コアを呈する

所々に石英脈を含む

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

破砕され細礫～粘土状コアを呈する

粘土化した部分の粘性は弱い
D～

E
VI～

Ⅶ
c～

d
δ～

ε

短棒状～ﾌﾞﾛｯｸ状コアを呈する

511.65～511.80m間は風化変質し軟質化して

いる

C～

D

III～

IV

b～

c

γ～

δ

3～

4

13

34

34

43

68

30

31

34

48

86

32

30

65

33

53

17

56

43

43

30

70

100

40

32

66

58

37

61

41

100

60

60

54

45

8

35

45

24

20

33

41

60

[93]

[24]

[49]

[95]

[81]

[93]

[84]

[54]

[64]

[87]

[86]

[52]

[75]

[95]

[73]

[82]

[64]

[100]

[96]

[97]

[87]

[97]

[100]

[93]

[79]

[95]

[96]

[92]

[76]

[92]

[100]

[85]

[89]

[84]

[45]

[0]

[48]

[85]

[38]

[55]

[71]

[94]

(100)

(100)

(100)

ＣM 

ＣH 

ＣM 

6
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6
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6
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114
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30
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514

515

516

517

518

519

520

521

522

523

524

525

526

527

528

529

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

540

541

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

-516.44-516.54

-517.08

-520.34

-520.74

-522.29

-523.44

-523.94

-532.44

533.50533.60

534.14

537.40

537.80

539.35

540.50

541.00

549.50

棒状コアを主体とする

30～50°程度の低角亀裂が多いが、深度増

加につれ60～80°の高角亀裂が多くなる

1～40mm程度の石英脈を所々に含む

亀裂面は鏡肌構造を呈するが概ね新鮮であ

る

518m以深には緑色～緑灰色頁岩を脈状に多

く含む

519.4～519.5m間の亀裂面は風化により若干

軟質化している

522.55～522.8m間は風化作用によりやや軟

質化している

533.5～533.6m間は破砕され礫状コアを呈す

る

II～

III

IV

頁
岩

黒
灰～

暗
灰

A～

B

III

a～

b

α～

β

1～

2

短棒状～棒状コアを呈する

1～20mm程度の石英脈を含む

536.1～536.4m，536.7～537.1m間には頁岩

を含む

中粒～粗粒砂岩

A～

B

II～
III

a～

b

α～

β

1～

2

破砕により軟質風化し礫状～粘土状コアを

呈する。粘土化した部分の粘性は強い
D～

E
VI～

Ⅶ
c～

d
δ～

ε
3～

4

ﾌﾞﾛｯｸ状コアを主体とする

70°～縦亀裂が多い

A～

B
III

a～

b

α～

β

1～

2

破砕され軟質風化し礫状～粘土状コアを呈

する。粘土化した部分の粘性は中位程度

砂
岩

暗
灰～
灰

D～

E

VI～

Ⅶ

c～

d

δ～

ε

3～

4

破砕され軟質風化し礫状～粘土状コアを呈

する。粘土化した部分の粘性は弱い

砂岩を多く含む

D～

E

VI～

Ⅶ

c～

d

棒状コアを呈する

1～20mm程度の石英脈を所々に含む

緑灰色頁岩を脈状に多く含む

20～70°程度の亀裂が多い

548.43～549.35m間には粒状～脈状の砂岩を

多く捕獲する

頁
岩

黒
灰～

暗
灰

A～

B

II～

III

a～

b

δ～

ε

3～

4

棒状コアを呈する中粒～粗粒砂岩

1～15mm程度の石英脈を所々に含む

亀裂は20～50°程度の低角亀裂が多い

554.0～554.6m間には頁岩を脈状に含む
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591.70

棒状コアを呈する

40～60°程度の亀裂が多く、亀裂面は鏡肌

構造を呈する

頁
岩

黒灰
～暗
灰

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

棒状コアを呈し、所々に石英脈を含む
砂
岩

暗
灰～

灰

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

短棒状～短棒状コアを呈する

10cm程度の間隔で砂岩･頁岩が互層を成す

水平～30°程度の低角亀裂が多く、亀裂面

は鏡肌構造を呈する

II～

III

IV

砂
岩
頁
岩
互
層

黒
灰～

灰

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

短棒状コアを主体とする中粒砂岩

所々に石英脈及び脈状頁岩を含む

部分的に亀裂集中し礫状コアとなる

砂
岩

暗
灰～

灰

A～

B
III

a～

b

α～

β

1～

2

5～10cm程度の間隔で砂岩･頁岩が互層を成

す
砂岩頁
岩互層

黒灰
～灰

A～

B
III

a～

b

α～

β

1～

2

短棒状コアを主体とする

石英脈を所々に含む

頁岩を脈状に多く含む

部分的に亀裂密集し礫状コアとなる

砂
岩

暗
灰～

灰

A～

B
III

a～

b

α～

β

1～

2

棒状コアを主体とする

30°～70°程度の亀裂が多く認められる

2～10mm程度の石英脈を含む

緑色頁岩を脈状に多く含む

B III

a～

b

α～

β

亀裂が密集しており岩片～礫状コアを呈す

る

亀裂面には鏡肌構造が認められる

石英脈を多く含む

572.78m付近の亀裂面には幅5mm程度の軟質

な風化粘土を挟む

IV～

V
b β

ﾌﾞﾛｯｸ状～短棒状コアを呈する

573.4～573.7m間はコア表面が風化作用によ

り若干軟質化している

574.6～574.75m間は破砕により細礫化して

おり軟質である。

B～

C
III～

IV

β～
γ

短棒状～棒状コアを呈する

575.45～575.75m、576.18m付近にはφ30～

50mm程度の砂岩を含有する

20°～40°程度の亀裂が多い

40°～70°程度の石英脈を所々に含む

全体的に10°～20°程度の密着した亀裂が

多く発達している

部分的に亀裂密集により礫状を呈する

582.6m付近の亀裂面付近には緑色頁岩の簿

層を挟む

583.8～583.95m付近の亀裂面は若干軟質化

しており、極少量の風化粘土が付着する

B III

a～

b

α～

β

1～

2

岩片状を呈する

亀裂面は若干軟質化し極少量の風化粘土が

付着する

B～

C

III～

IV
b γ 2

短棒状～棒状コアを呈する

石英脈に沿った10°程度及び70°～80°程

度の亀裂が多く認められる

コアは比較的新鮮堅硬である

584.3～584.6m付近には小断層痕が認められ

る

586.5～586.6m間には砂岩を捕獲する

B
II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

縦方向の亀裂が発達し、ﾌﾞﾛｯｸ状コアを主体

とする

589.56～590.0m間には密着した亀裂が目立

つ

589.90m付近の亀裂面には粘性の弱い極少量

の風化粘土を挟む

B～

C

III～

IV
b β 2

短棒状～棒状コアを主体とする

亀裂角は40°程度のものを主体とするが、

10°～70°程度のものが混在する

所々に石英脈を挟む

591.5～591.65m間には砂岩の簿層を挟む

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

破砕され、礫状～ﾌﾞﾛｯｸ状コアを主体とし、

割れ目には鏡肌構造が多く認められる
部分的に短棒状コアを呈するがコア表面及

び亀裂面は軟質風化している
591.7～593.0m
礫状～ブロック状で軟質化している。割れ

目には粘性の弱い風化粘土が少量付着して

いる。
593.0～593.45m
短棒状を呈するが密着した亀裂が多く認め

られる。コア表面は軟質化している
593.45～594.0m
礫状を主体とする。割れ目には風化粘土が

少量付着する
594.0～595.15m
礫状 短棒状 60° 70° 亀裂が主体で
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596

597

598

599

600
-583.24 600.30

593.45～594.0m
礫状を主体とする。割れ目には風化粘土が

少量付着する
594.0～595.15m
礫状～短棒状。60°～70°の亀裂が主体で、

10°～30°程度の密着した亀裂も認められ

る。亀裂面は軟質風化している。
595.15～596.43m
礫状～ﾌﾞﾛｯｸ状主体。軟質化している。割れ

目には少量の風化粘土を含む
596.43～600.3m
礫状～岩片状主体。軟質風化しており、指

圧により容易に崩れる。亀裂面、割れ目に

は粘性の強い風化粘土を挟む
596.43～597.0m、597.14～597.16m、597.7

0m、600.01～600.08m、600.25m付近には3～

60mm程度の粘性の強い暗灰色の風化粘土層

を挟む
592.～593.0m、596.16～596.43m、597.33～

597.70m、598.76～599.78m間はコア流失
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